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＜病棟連絡事項＞
・体温37.5℃以上にて抗原検査実施、メールでの報告を忘れずに実施して下さい。

・ICNからご教授いただいた、PPEの着脱方法の動画を下記フォルダに保存致しました。
＊みんなの書類フォルダー⇒青南病院⇒★新型コロナウィルス感染症関係フォルダ⇒PPEの着脱方法⇒右クリニック⇒　プログラムから開く⇒Windows Media Playeryer⇒
　推奨⇒再生
　各自、確認しておくようにして下さい。

・管理棟4階ユーティリティ（職員休憩室）の内線電話を、北病棟4階ステーション（診察室）内に移動しました。番号は「263」番です。

・動静報告の感染情報にコロナウィルス感染が追加になりました。

＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～退院は7/23（土）14：00、初外来は8/12(金)11：00にて退院指示と退院時処方。
・中澤　政固様～オランザピンOD錠２．５ｍｇ、１☓夕食後　１日分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放観察中に他者への迷惑行為あり早めに終了する。以後、自室内を歩き回っている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつの開放観察実施。見守り体制が不十分であることを説明行い本人に了承得て、開放観察は見送りとする。飲水要求時スタッフコールあるが、不穏さはない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。身体拘束一時解除するが、顔叩き行為みられ中止としている。再拘束にも拒否なく応じている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・川村　優子様～終日隔離中。更衣の声掛けを行うと拒否見られていたが、再三の声掛けにて更衣に応じている。衣類やリハパンを便器に詰め込んでおり、室内汚染しているため、清掃実施。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞							
・木村　房枝様～帰宅要求や不穏・興奮無し。食事や服薬も拒否なし。

・赤石　陽介様～余暇はホールでテレビ鑑賞して過ごし、他者交流も見られている。不調の訴えや呼吸苦の訴えは聞かれない。

・大村　フサ子様～介助でむせ込みなく全量摂取、拒薬なし。介護抵抗無く応じている。


＜菅野Dr.診察情報＞
・和田　昌様～尿失禁続いており、食事摂取量低下していること報告。処方内容は変更せず経過観察。

・木村　加代子様～排便は2日に1回との事。便秘時のIFオーダー指示あり。
　　　　　　　　　γGT253とまだ高い。Hbs抗原（+）である事を本人にも説明あり。

＜新入院患者様情報①＞
　日　　時：令和4年7月22日　　10：49　
　氏　　名：中山　真由美（なかやま　まゆみ）様
　生年月日：昭和33年5月7日　64歳
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　最終入院はR3.10/6当院へ医療保護入院となる。入院後は薬剤調整行い徐々に妄想発言は減少し、状態安定したため訪問看護サービス導入し6/14自宅へ退院となる。退院後は週2回訪問看護実施。服薬介入している。R4.7/1訪問時に「隣の家のボイラーがうるさくて眠れない」という発言聞かれている。前回入院前も同様の発言聞かれその後精神症状悪化している。7/8訪問時は表情硬く、まとまりのない会話、思考障害出現。生活リズムが崩れ薬も自室で服薬しているため、服薬の確認は出来ていないが精神症状悪化してからは飲まなくなり、前回入院時も缶に多量の錠剤が入っているのを確認している。主治医へ報告しレボトミン増量し経過観察するが、その後も独語、空笑持続し妹様への攻撃性も見られている。精神症状悪化したことにより自宅での療養困難と妹様が入院加療を希望され7/20に入院予定としていたが、家族様がご本人様を連れてくることが難しく入院日再調整となり、本日訪問看護同伴にて東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
 
＜新入院患者様情報②＞
　日　　時：令和4年7月22日　　　12：45　
　氏　　名：工藤　秀雄（くどう　ひでお）様
　生年月日：昭和11年11月3日　85歳
　病　　名：認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　階上町在住。2001年反復性うつ病発症し、八戸市立市民病院受診。以降脳梗塞等の治療含めて同院へ5回入院加療歴がある。2022年抑うつが再燃、希死念慮が強まり同院へ入院。症状改善し同年7．10に退院予定である。同院医師より当センターでの認知症とうつ病の治療を進められ相談あり受診の調整をしていたが、R4.7.13　妻様より、昨日より調子が悪い。以前のように「死にたい」と口に出すようになった。怒りっぽさが見られるようになり、入れ歯を取ってなげたり、手を拳にして自分自身を殴る行為が見られる。その為、受診を早めたい、自宅で何があるか分からないと入院希望の連絡あり。本日当院初診し、薬物療法による症状改善目的にて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

【退院先】自宅か施設か検討中
【CSセット】B-①
【売店】使用不可
【ワクチン】３回済み（2/9）４回目希望
【他科受診】なし
【緊急時】他院へ搬送希望
【車椅子】レンタルA自走
【預かり物】電気シェーバー、眼鏡
【義歯】上下総義歯
【返却物】7/24(日)午後長男様来院　計画書にサインをお願いして下さい。

＜新入院患者様情報③＞
　日　　時：令和4年7月22日　　　15：36　
　氏　　名：根市　敏子（ねいち　としこ）様
　生年月日：昭和20年4月13日　77歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
　診 察 医：菅野Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　R2.6.16精査・症状改善希望され当院初診し薬物療法開始。アルツハイマー型認知症と診断されレミニールの服用開始。その後腹痛の訴えあり服薬自己中断され、同年9月イクセロンパッチへ変更したが、皮膚かぶれがあり再度貼付していない期間があった為、同年12月からドネペジルへ変更。その後は問題なく服薬され週に1回のデイサービスを利用しながら自宅で生活していた。R4.721娘様より連絡あり、7/19スワンクリニック受
診し、圧迫骨折にて同院へ入院。しかし何故入院しているのか、病院にいることも認識することが出来ず、落ち着かない為入院後2日間、娘様も一緒に病院にとまっていた。安静保持することが出来ず、柵を乗り越える事や急に大声を出すといった状態であり、同院からは、7/22にコルセットが出来上がる為装着したら退院しましょうと言われている為、自宅での対応困難でありそのまま当院への転院希望され本日受診。薬物療法による症状改善目的にて、東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

【退院先】自宅だが、認知症状や腰の様子によっては施設も検討
【他科受診】なし
【義歯】上下総義歯
【コロナワクチン】３回済　４回目希望
【CSセット】B-②
【緊急時】保留検討中
【売店】差し入れのみ
【車椅子】レンタルA自走
【預かり物】入院時衣類・靴（退院時そのまま使用したいとのこと）
 
 


